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の し ろ 市 議 会 だ よ り 一 般 質 問 

そ
の
他
の
質
問
事
項 

○
子
育
て
支
援
金
の
充
実
を 

○
エ
リ
ー
ト
秋
田
杉
の
植
樹
を
早
期
に 

○
ブ
ラ
ッ
ク
ペ
レ
ッ
ト
製
造
工
場
の
誘
致
を 

出
産
費
用
と
出
産
育
児
一
時
金
の
差
額
助
成
を 

 

質
　
出
産
費
用
の
調
査
で
は
出
産
育
児
一
時
金
の
42
万
円
で

賄
え
た
の
は
７
％
。
厚
生
労
働
省
の
調
査
で
は
実
費
が
平
均

52
万
円
強
。
61
万
円
以
上
が
47
・
３
％
。
71
万
円
以
上
が
25

・
７
％
。
市
と
し
て
差
額
を
助
成
す
べ
き
で
は
。 

 

答
　
市
内
医
療
機
関
で
の
出
産
費
用
は
、
お
お
む
ね
50
万
円

〜
55
万
円
と
伺
っ
て
い
る
。
出
産
費
用
に
つ
い
て
は
、
入
院

日
数
や
分
娩
の
時
間
帯
、
分
娩
様
式
、
診
療
内
容
、
入
院
す

る
部
屋
の
状
況
、
食
事
、
附
帯
サ
ー
ビ
ス
等
に
よ
っ
て
大
き

な
差
が
生
じ
る
も
の
で
あ
る
。
出
産
育
児
一
時
金
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
国
に
お
い
て
増
額
を
検
討
中
で
あ
る
の
で
、
今

後
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。 

  

林
業
に
女
性
の
力
を
生
か
す
べ
き
で
は 

 
質
　
高
知
県
に
は
林
業
女
子
会
と
い
う
団
体
が
あ
る
。
林
業

の
労
働
、
雇
用
環
境
を
考
え
、
女
性
目
線
か
ら
の
提
言
を
掲

げ
て
い
る
。
女
性
が
働
き
や
す
い
林
業
は
、
男
性
も
働
き
や

す
い
と
い
う
。
当
市
で
も
考
え
る
べ
き
で
は
。 

 

答
　
林
業
女
子
会
は
女
性
に
林
業
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う

た
め
の
体
験
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
等
の
活
動
を
行
う
任
意
団
体

で
あ
る
。
女
性
の
力
を
生
か
す
雇
用
、
労
働
環
境
づ
く
り
を

進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
林
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
女
性
従

事
者
の
定
着
率
向
上
に
つ
な
が
り
、
女
性
が
働
き
や
す
い
環

境
を
整
え
る
こ
と
で
男
性
も
働
き
や
す
い
環
境
に
な
る
と
考

え
ら
れ
る
。
林
業
事
業
体
に
対
し
、
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。 

シ
リ
ウ
ス 

安

井

英

章

 

そ
の
他
の
質
問
事
項 

○
応
急
措
置
に
お
け
る
略
式
・
即
時
執
行
の
内
訳 

○
行
政
代
執
行
の
確
認
規
定
を
設
け
る
考
え
は 

○
行
政
代
執
行
の
費
用
徴
収
状
況
は 

ワ
ク
チ
ン
接
種
記
録
保
存
期
間
延
長
の
考
え
は 

 

質
　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
記
録
の
保
存
期
間
は
行
政

機
関
で
５
年
、
国
の
接
種
記
録
シ
ス
テ
ム
等
で
も
５
年
と
な

っ
て
い
る
。
保
存
期
間
延
長
に
対
す
る
国
の
見
解
は
自
治
体

判
断
で
行
っ
て
も
よ
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、
市
の
考
え
は
。 

 

答
　
本
市
で
は
国
が
運
営
す
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
記
録
シ
ス
テ

ム
を
基
に
予
防
接
種
台
帳
を
作
成
し
、
電
子
記
録
と
し
て
保

存
し
て
い
る
。
接
種
し
た
方
全
員
分
の
デ
ー
タ
を
長
期
間
保

存
し
た
場
合
、
機
器
の
増
設
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
等
の
費
用
の

増
加
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
予
防
接
種
法
で
定
め
る
５

年
を
保
存
期
間
と
し
た
い
。 

   

権
限
移
譲
率
の
低
さ
に
対
す
る
認
識
は 

 

質
　
県
内
市
町
村
全
体
平
均
が
82
・
６
％
、
市
の
み
の
平
均

が
85
・
４
％
に
対
し
、
当
市
は
72
・
２
％
。
こ
の
数
字
は
県

内
25
市
町
村
中
21
番
目
、
県
内
13
市
中
最
下
位
と
権
限
移
譲

率
の
低
さ
が
際
立
つ
が
、
市
の
認
識
は
。 

 

答
　
国
の
権
限
移
譲
の
事
務
が
増
加
し
、
業
務
量
と
職
員
数

の
バ
ラ
ン
ス
が
保
て
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
受
入
れ

の
必
要
性
を
慎
重
に
判
断
し
て
い
る
。
今
後
も
、
多
様
化
、

高
度
化
す
る
行
政
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
等
に
よ
り
業
務
量
の
増

加
が
予
想
さ
れ
、
新
た
に
受
け
入
れ
る
場
合
、
将
来
に
わ
た

り
様
々
な
負
担
が
増
え
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
は
、
こ
れ

以
上
の
受
入
れ
は
難
し
い
も
の
と
考
え
る
。 

希
望 

大

　

翔

 
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略 

 

質
　
２
月
24
日
突
如
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
が
始
ま
っ

た
。
ロ
シ
ア
は
今
す
ぐ
国
際
法
違
反
の
こ
の
戦
争
を
や
め
る

べ
き
と
考
え
る
。
非
核
平
和
都
市
を
宣
言
す
る
自
治
体
の
長

と
し
て
、
市
長
の
見
解
は
。 

 

答
　
市
で
は
、
核
兵
器
を
廃
絶
し
、
世
界
の
恒
久
平
和
を
実

現
す
る
こ
と
は
、
人
類
共
通
の
願
い
で
あ
る
。
と
の
認
識
の

も
と
、
非
核
平
和
都
市
宣
言
を
し
、
平
和
首
長
会
議
に
も
加

盟
し
て
い
る
。
侵
攻
に
よ
り
、
多
く
の
一
般
市
民
の
生
命
や

財
産
が
失
わ
れ
、
依
然
と
し
て
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
よ
う
な
行
為
は
、
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
一

刻
も
早
い
平
和
的
解
決
を
強
く
望
ん
で
い
る
。 

  

高
齢
者
の
交
通
助
成
券
を
交
付
し
て
は 

 

質
　
市
街
地
の
交
通
弱
者
救
済
と
地
域
経
済
活
性
化
の
た
め

に
、
高
齢
者
が
用
途
を
問
わ
ず
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
で
使
う
こ

と
が
で
き
る
「
交
通
助
成
券
」
を
全
て
の
高
齢
者
に
交
付
す

る
考
え
は
な
い
か
。 

 

答
　
65
才
以
上
の
方
が
秋
北
バ
ス
で
運
行
す
る
路
線
を
１
回

２
０
０
円
で
乗
車
で
き
る
元
気
・
交
流
２
０
０
円
バ
ス
事
業

や
、
巡
回
バ
ス
、
予
約
制
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
コ
サ
ク
ル
の

運
行
に
よ
り
、
公
共
交
通
を
低
料
金
で
利
用
で
き
る
事
業
を

行
っ
て
い
る
。
現
在
の
財
政
状
況
で
は
、
交
通
助
成
券
の
導

入
は
困
難
で
あ
る
が
、
利
便
性
の
高
い
、
効
率
的
な
公
共
交

通
網
の
構
築
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
行
く
。 

そ
の
他
の
質
問
事
項 

○
全
児
童
生
徒
の
学
校
給
食
費
助
成
制
度
創
設
の
考
え
は 

○
子
供
の
医
療
費
を
高
校
生
ま
で
全
額
助
成
す
る
考
え
は 

相

場

未
来
子 

日
本
共
産
党 


